
令和７年（2025年）７月４日（金）、後志合同庁舎において、管内における生徒指導上の諸課
題への対策の推進を図ることを目的として、「令和７年度（2025年度）第１回後志地域いじめ
問題等対策連絡協議会」を開催しました。会議には、警察や人権擁護委員協議会などから22名
が出席し、各機関での取組について協議を行いました。会議の主な内容は次のとおりです。

後志地域いじめ問題等対策連絡協議会事務局（後志教育局）

児童生徒を取り巻く環境の複雑化を理解し、安全な場の確保のため、各機関が積極的に取組を行う。

北海道蘭越高等学校
「発達支援的生徒指導に係るスクールカウンセラーを活用した自殺予防教育」
発表者：教頭 沖 野 大 志 氏

「スクールカウンセラー講話等を通じて感じることができた自身の変容」
発表者：柴 田 琉 樹 さん

○ 発表の概要
・教員はスクールカウンセラー研修を通じて、生徒に対する日常生
活の関わり方や相談手法等を学び、生徒は講話を通じて、自分の
心との向き合い方や援助の求め方を学んだ。この学びを全校面談
や行事で実践した。

・自分から他者へ心を開くことにより、自分の発言に対して周りか
ら何か言われたらどうしようという恐怖心はなくなっていることに気が付いた。

・心のドアは自分自身でしか開けることはできないが、苦しいと感じている人に対してノックする
ことが自死や不登校を防ぐことにつながっているのではないかと感じた。

・自分の心の状態を客観視することで、自分の置かれている状況に気付き、対処法を考えることが
できるようになった。
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○ 中高生が町のレクリエーション活動を担当し、リーダ－性を高める取組を行った。
○ 令和６年度において、後志管内では45校で人権教室を実施し、啓発活動に取り組んだ。学校の
希望に応じてデートＤＶ講話を実施した。

○ 家庭教育サポート企業が主となり、後志サポネット及び後志地域教育力向上研究会を立ち上げ、
学校、教育局と協議し、連携した取組を行った。

● いじめは起こるものとして捉え、いじめ問題等について早期発見及び早期対応するため、関係
機関と連携する必要がある。

● 地域には子どものために何か協力したいと考える関係者が多くいることから、指導員として地
域、学校及び企業と連携し、健全育成の充実を図る必要がある。

〇 令和７年度（2025年度）第２回後志地域いじめ問題等対策連絡協議会では、今年度の後志管内教育推進
の重点（子どもが安心して学ぶことができる環境の確立）に基づいた各学校、機関の実践事例報告、意見
交流を行います。

まとめ

○ 参加者からの感想
・多くの人と話し、考えを聞くことで自分も変わることができる。今後も周りに声をかけて、寄り
添うことで、他者の人生もよい方向に変えていただきたい。

・社会に出たときに、他者と協働することは多くある。心のドアを開く経験をしていることは素晴
らしいことだと思う。

○ 蘭越高校・柴田 琉樹さんからの感想
各自治体による若者の社会参画の取組については、蘭越町でも実施可能であると感じた。また、

自校をよりよくするために、今後の生徒会の取組に本日の協議会で学んだことを活かしたい。


